
　　　　　　令和５年度
　
　　　　　　北区「特色ある区づくり予算事業（案）」の提案について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業別）

（令和４年１２月２２日　資料）
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事　業　名 担当課
新規
継続

R3決算額 R4予算額 R5予定額
掲載

ページ

■自然の魅力輝くまち

1 水辺ふるさとづくり事業 区民生活課 新規 - - 250万円 1・2

2 海辺の森共創の場形成事業 産業振興課 継続 - 460万円 500万円 3・4

3 松浜海岸の自然環境保全と地域の魅力づくり事業 建設課 継続 230万円 290万円 300万円 5・6

■未来へ続く活力あるまち

4 産学官まちなかリノベ事業 産業振興課 新規 - - 500万円 7・8

5 大学連携「ひと・まち」づくり推進事業 地域総務課 継続 - 140万円 100万円 9・10

6 キタクなる魅力創造プロジェクト 産業振興課 継続 - 300万円 300万円 11・12

7 「次世代農業」普及事業 産業振興課 継続 150万円 150万円 150万円 13・14

8 地域商業にぎわい創出プロジェクト 産業振興課 継続 260万円 260万円 260万円 15・16

■いきいきと心豊かに暮らせるまち

9 北区郷土博物館　地域魅力発信事業 地域総務課 新規 - - 60万円 17・18

10 スクスクきたっこプロジェクト 健康福祉課 新規 - - 90万円 19・20

11 独居高齢者の栄養・口腔に関する大学との共同調査 健康福祉課 新規 - - 20万円 21・22

12 北区エンジョイスポーツ事業 産業振興課 継続 150万円 150万円 150万円 23・24

13 北区もの忘れ検診 健康福祉課 継続 32万円 80万円 70万円 25・26

2,750万円

- - 50万円

- - 50万円

- - 50万円

150万円

2,900万円

自然文化部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自 治 協 議 会 提 案 事 業　　　計

令和５年度　特色ある区づくり予算事業　　　合計

令和５年度　北区「特色ある区づくり予算事業計画書」目次　（令和４年１２月２２日現在）

番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区 企 画 事 業　　　計

地域づくり部会

福祉教育部会 27



事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区区民生活課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

水辺ふるさとづくり事業

□区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
■区の自然・風土を生かした取組　　　　　■区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

■自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和５年４月１日　～　令和８年３月３１日

　北区には、福島潟をはじめとして様々な水辺環境が多数みられる。中でも海流や風などによって運ばれてきた土砂が河口を
閉じ込めてできた松浜のひょうたん池や、かつて蛇行する阿賀野川の一部だった十二潟は、北区の豊かな自然環境が作り出
した貴重な場所である。また、新井郷川排水機場の跡地を整備した濁川自然生態観察園は、人工的につくられた水辺にもか
かわらず多様な動植物が生息・生育している。
　このような地域の宝である水辺環境の魅力が、区内外に十分に発信されていない現状であり、環境保全に取り組む次世代
の担い手が不足している状況で、地域住民は将来的な活動の継続性に不安を感じている。

　水辺環境の保全活動を区民と協働で実施し、潟や池が環境教育や自然体験の場、地域づくりの場、ふれあいと憩いの場と
なるよう、水辺環境づくりを推進し、ふるさとへの誇りと愛着を育み、環境保全に取り組む次世代の担い手の育成を図る。

１　希少植物の保護など水辺環境の保全活動の実施
２　総合学習への積極的な活用や地域向けの自然観察会の開催
３　豊かな水辺環境を身近に感じる環境整備
４　清掃美化活動

　水辺環境及び希少動植物の保全が図られるとともに、総合学習や観察会を通して、水辺の自然や歴史とその魅力を区内外
に発信する契機となる。
　また、活動を通して豊かな自然環境の魅力を体感し、次世代につながる担い手の育成につなげることで、北区の豊かな水辺
環境の保全活動が将来に渡り継続されることが期待できる。
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実　施　年　度 令和５年度（１年目） 令和６年度（２年目） 令和７年度（３年目）

事　業　費 2,500,000円（予定額） 2,500,000円（予定額） 2,500,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 7,500 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

事業終了後は、地区コミュニティ協議会や地元団体等が保全活動を継続して実施

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

１　希少植物の保護など水辺環境の保全活
動の実施
〇希少植物を保全するため、ヒシやヨシの駆
除を実施

２　総合学習への積極的な活用や地域向け
の自然観察会の開催
〇総合学習に使用する資料の作成
〇昆虫に詳しい専門家を講師とした昆虫観
察会の開催

３　豊かな水辺環境を身近に感じる環境整備
〇水辺環境に親しむ遊歩道や階段の整備
〇植物の種名を紹介するネームプレートの
設置

４　清掃美化活動
〇水辺環境を保全する清掃活動の実施

同左 同左
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区産業振興課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

海辺の森共創の場形成事業

□区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
■区の自然・風土を生かした取組　　　　　■区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

■自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和４年４月１日　～　令和７年３月３１日

・平成２７年度から、北区海岸林保全計画に基づき、国県補助金を活用し植栽工事を実施した。それにより、守るべき（保全する）森が増
加したため、地元住民による自主的な保全活動が始まり、年々参加者は増加している。
・地元では保全活動資金の充実のためコミュニティビジネス（以下「ＣＢ」という）の拡大と支援金制度の活用で費用の捻出を試みている。
・保健保安林である海辺の森の活用による交流人口の拡大が地元や指定管理者、市の共通課題となっており、その解決策として勉強会
を行い検討してきたが、継続した交流人口の拡大に至っていない。
・交流人口の拡大事業に伴い、釣り人による環境問題（トイレ対策）が課題となっている。

海辺の森の保全活動をさらに発展させるため、地元住民の主体的な保全活動への支援や、コミュニティビジネス拡大への支
援、交流人口拡大に向けた活動等を行う。

・海辺の森の保全活動を地元の住民やボランティア団体、大学などと連携した保全活動にするため任意団体に支援をし、持続
可能な体制を構築するためのアイディアや手法を、任意団体と地元住民共に協働で検討していく。
・保全活動の資金不足解消のため、地元のCB活動の拡大と支援金寄付活動を支援する。
・有識者（アドバイザー）を招いて、地元や指定管理者、市による勉強会を開催する。
・交流人口拡大に向けた環境基盤の整備として、第ニ展望塔にトイレを設置する準備を始める。

地域主体の取り組みとＣＢ活動の拡大による活動資源確保により、持続可能な体制が拡充され地域の活性化に寄与する。
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実　施　年　度 令和４年度（１年目） 令和５年度（２年目） 令和６年度（３年目）

事　業　費 4,600,000円（予算額） 5,000,000円（予定額） 5,000,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 14,600 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

海辺の森協議会（地元住民を主体に組織される団体）によって、自主的に海辺の森の保全作業を行うとともに、地域住民によ
る周辺資源の利活用（コミュニティビジネス）の拡大による活動資源確保と、海辺の森を核とした交流人口の拡大により地域活
動の循環が生まれ活性化が進んでいく。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

１．さまざまな保全活動への支援（2,880,000
円）
（１）海辺の森協議会への活動支援
（２）保安林の環境対策（仮設トイレ設置）
（３）支援金寄付活動の支援

２．コミュニティビジネスへの活動支援
（554,000円）
（１）意見交換及び市場調査委託による
　CB事業拡大検討
（２）先進地視察

３．海辺の森条例改正を含めた海辺の森交
流人口拡大活動（1,166,000円）
（１）キャンプ場新使用料の検討
（２）海岸林保全計画の更新
（３）アドバイザー謝礼

１．さまざまな保全活動への支援（3,630,000
円）
（１）海辺の森協議会への活動支援
（２）保安林の環境対策（仮設トイレ設置（検
証を含む）とトイレのための水道敷設工事）
（３）支援金寄付活動の支援

２．コミュニティビジネスへの活動支援
（604,000円）
（１）意見交換及び及び市場調査を踏まえた
広報活動の支援
（２）先進地視察

３．海辺の森条例改正を含めた海辺の森交
流人口拡大活動（766,000円）
（１）条例改正と新使用料を含めたＰＲ方法の
検討
（２）コンサルタント委託
（３）アドバイザー謝礼

１．さまざまな保全活動への支援

（１）海辺の森協議会への活動支援
（２）保安林の環境対策（トイレのための水道
敷設工事）
（３）支援金寄付活動の支援

２．コミュニティビジネスへの活動支援

（１）意見交換によるCB事業拡大検討
（２）先進地視察

３．海辺の森条例改正を含めた海辺の森交
流人口拡大活動
（１）新使用料を含めたＰＲ方法の検証
（２）コンサルタント委託
（３）アドバイザー謝礼
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区建設課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

松浜海岸の自然環境保全と地域の魅力づくり事業

■区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
■区の自然・風土を生かした取組　　　　　■区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

■自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和３年４月１日　～　令和６年３月３１日

　松浜海岸は広大な砂浜を有し、海岸と住宅地（松浜みなと地区や松浜8丁目地区）が近接している他区とは異なる状況であ
る。冬期間には、日本海特有の季節風により、地域住民は飛砂被害に悩まされ続けてきた。
　また、市民文化遺産に認定されているひょうたん池の周りでは、秋になると多くのトンボが飛び交い、中でも絶滅危惧種Ⅰ類
（レッドゾーン最上位）でもある貴重なオオモノサシトンボも生息しているが、そのひょうたん池が飛砂被害により埋没し消滅し
てしまうのではと地元住民は危惧している。

　松浜海岸の飛砂被害を軽減して、暮らしやすい環境づくりへの取組みを進めながら、更にひょうたん池を守り、松浜地区の
魅力づくりを続けていく必要がある。
　魅力の発信、地域への愛着や誇りが持てるきっかけとなるよう飛砂対策を市民協働で行い、地元住民が地域に携わる機会
を増やすとともに、地域の活性化や安らぎある自然環境を今後も継続していく。

　松浜海岸の広大な砂浜にアキグミの苗木等の植栽を地元住民と松浜小学校、国土交通省、新潟市との官民協働で行い、砂
浜を緑化する事によるメンテナンスフリーな飛砂対策を行う。
　また、アキグミ苗木の保護や即効性のある飛砂対策として飛砂防止ネットの設置も併せて行っていく。

　　アキグミ苗木の植栽を官民協働で進めて、砂浜を緑化する事により、松浜地区の飛砂被害の軽減につなげるとともに、地
域の問題を地元の住民、地元小学生等の多くの方々で取り組んで解決していくことで、ひょうたん池の保全による魅力づくり、
地域の活性化、地域への愛着・地域に誇りをもてる環境づくりが期待できる。
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実　施　年　度 令和３年度（１年目） 令和４年度（２年目） 令和５年度（３年目）

事　業　費 2,299,078円（決算額） 2,900,000円（予算額） 3,000,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 8,200 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

地域住民による持続可能な事業の実施

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

・松浜海岸の飛砂防止対策として官民協働
によるアキグミ苗木の植栽等を行う。

・松浜海岸の飛砂防止対策として官民協働
によるアキグミ苗木の植栽等を行う。
・植栽したアキグミ苗木の保護や即効性のあ
る飛砂対策として飛砂防止ネットの設置を行
う。

・松浜海岸の飛砂防止対策として官民協働
によるアキグミ苗木の植栽等を行う。
・植栽したアキグミ苗木の保護や即効性のあ
る飛砂対策として飛砂防止ネットの設置を行
う。
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区産業振興課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

産学官まちなかリノベ事業

■区独自の課題解決に向けた取組み　　　□区の伝統・文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組み
□区の自然・風土を生かした取組み　　　　□区民と協働による取組み
□区民との協働を目指した取組み

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　■未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和５年４月１日　～　令和８年３月３１日

・地域を支えてきた商店街は、高齢化や後継者不足などにより空き店舗が増加。
・コロナ禍の影響により地域経済が停滞。
・新潟医療福祉大学、新潟食料農業大学に在学する学生は北区内に多く居住しているものの、地域との交流が希薄で、若い
力が生かされていない。

産学官の連携により地域課題を解決し、街なかの活性化を図る。

　葛塚地域での取組みを先行的に進め、松浜地域も順次展開していく。
（葛塚地域）
・産学官の連携により、商店街にある空家を活用した地域活性化のための取り組み等（交流スペース、チャレンジショップ、大
学ブースなど）を支援する。
・運営は、まちづくり会社などが行うことで、地域一丸となった継続的な取り組みにする。
（松浜地域）
・地域との協議を進め、順次計画、整備を進める。

商店街ににぎわいが生じ、空家が減少する。また、多世代交流が図られることで地域への愛着、定住促進が期待される。
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実　施　年　度 令和５年度（１年目） 令和６年度（２年目） 令和７年度（３年目）

事　業　費 5,000,000円（予定額） 7,000,000円（予定額） 7,000,000円（予定額）

3か年の
予定総事業費 19,000 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

リノベした地域の拠点は、まちづくり会社が運営を担い、入居した事業者からの家賃収入で事業を継続していく。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

（１）産学官まちなかリノベ事業
　負担金
＜内訳＞
　対象地域：葛塚地域、松浜地域

　（葛塚地域）
・コミュニティスペース関連費用　３，０００千
円
・イベント開催経費　　　５００千円
　　　　　　　　　　　計　　３，５００千円　・・・①

　（松浜地域）
・一式（６か月分）　　１，５００千円　　・・・②
※Ｒ４年度内に地域との協議を進める。１０
月頃から始動予定
　　　　　　　合計　　５，０００千円　・・・①＋②

（１）産学官まちなかリノベ事業
　負担金
＜内訳＞
　対象地域：葛塚地域、松浜地域

　〇運営コスト及びイベント経費負担金
（１か所あたり）
・コミュニティスペース賃貸料
　１０万円/月×１２か月＝１，２００千円
・大学スペース賃貸料
　　４万円/月×２か所×１２か月＝９６０千円
・コミュニティスペース管理委託料
　　５万円・月×１２か月＝６００千円
・コミュニティスペース共益費
　　１万円・月×１２か月＝１２０千円
・コミュニティスペース備品代　１２０千円
・イベント開催経費　　　５００千円
　　　　　　　　　　　計　　３，５００千円

　１か所　３，５００千円×２か所
　　　　　　　　　　　　　合計　７，０００千円

（１）産学官まちなかリノベ事業
　負担金
＜内訳＞
　対象地域：葛塚地域、松浜地域

〇運営コスト及びイベント経費負担金
（１か所あたり）
・コミュニティスペース賃貸料
　１０万円/月×１２か月＝１，２００千円
・大学スペース賃貸料
　　４万円/月×２か所×１２か月＝９６０千円
・コミュニティスペース管理委託料
　　５万円・月×１２か月＝６００千円
・コミュニティスペース共益費
　　１万円・月×１２か月＝１２０千円
・コミュニティスペース備品代　１２０千円
・イベント開催経費　　　５００千円
　　　　　　　　　　　計　　３，５００千円

　１か所　３，５００千円×２か所
　　　　　　　　　合計　７，０００千円
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区地域総務課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

大学連携「ひと・まち」づくり推進事業

■区独自の課題解決に向けた取組み　　　□区の伝統・文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組み
□区の自然・風土を生かした取組み　　　　■区民と協働による取組み
□区民との協働を目指した取組み

□自然の魅力輝くまち　　　　　　■未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和４年４月１日　～　令和７年３月３１日

・小・中学校への「ひと・まち」づくりパートナー（タッグパートナー）の派遣等を通じて、大学との連携が深まりつつあるが、地域
との連携・協働はまだ活動範囲が広がっていないのが現状である。ついては、本事業の活動内容をより地域に周知し（活動内
容を記録したDVDの活用など）、地域へも本事業が広がるよう取り組む必要がある。
・北区にとって大学は区の資源(強み）でもあり、大学と地域・学校が連携しまちづくりを推進することで、より北区の活性化も図
れると考える。

新潟医療福祉大の学生が「ひと・まち」づくりパートナー（タッグパートナー）として地域コミュニティ協議会や学校等（以下「地域
コミュニティ等」という。）で活動することにより、地域・学校との連携を深め、北区の活性化につなげる。

１　地域コミュニティ等へのタッグパートナーの派遣
　新潟医療福祉大学では、2022年度から「社会連携実践演習」を新設する。大学と連携しながら、演習のフィールドワークの場
を提供することにより地域の実情に応じた「ひと・まち」づくりの取り組みや活動に対し、タッグパートナーを派遣することで大学
との連携・協働を推進する。
２　新潟医療福祉大学と地域コミュニティ、商工会議所、北区役所及び関係団体等との間においてを定期的に情報交換を行
い、事業の円滑な運営を図る。
３　意見交換会の開催
事業の成果を広く区民や地域に周知し、本事業の意義と今後の活動について意見交換する。

・大学生は、「タッグパートナー」として主体的に活動することで、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていく上で必要な力
（社会人基礎力）を形成することができる。
・地域コミュニティ等は、大学生と協働して地域の実情に応じた「ひと・まち」づくりに取り組むことで、地域の課題解決力を高め
ることができる。
・北区の資源(強み）でもある大学と地域がつながり、連携を深めることで北区の活性化につなげる。
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実　施　年　度 令和４年度（１年目） 令和５年度（２年目） 令和６年度（３年目）

事　業　費 1,400,000円（予算額） 1,000,000円（予定額） 1,000,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 3,400 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

新潟医療福祉大との連携協定に基づき、連携事業の拡充を図りながら、北区の活性化に寄与する事業を展開する。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

①新潟医療福祉大学から地域コミュニティ協
議会や学校等へひとづくり，まちづくりを連
携・協働するタッグパートナーの派遣・小学
校への学習支援、スポーツ支援・自治会や
地域コミュニティの地域活動への支援
②オンラインやオンデマンドを活用した学習
支援プログラム等の開発及び作成
③新潟医療福祉大学，地域コミュニティ，商
工会議所，行政及び関係団体等との情報交
換
④活動報告を兼ねた報告会（意見交換会）
の開催
⑤報告資料作成

①新潟医療福祉大学から地域コミュニティ協
議会や学校等へひとづくり，まちづくりを連
携・協働するタッグパートナーの派遣・小学
校への学習支援、スポーツ支援・自治会や
地域コミュニティの地域活動への支援
②オンラインやオンデマンドを活用した学習
支援プログラム等の開発及び作成
③新潟医療福祉大学，地域コミュニティ，商
工会議所，行政及び関係団体等との情報交
換
④活動報告を兼ねた報告会（意見交換会）
の開催
⑤報告資料作成

①新潟医療福祉大学から地域コミュニティ協
議会や学校等へひとづくり，まちづくりを連
携・協働するタッグパートナーの派遣・小学
校への学習支援、スポーツ支援・自治会や
地域コミュニティの地域活動への支援
②オンラインやオンデマンドを活用した学習
支援プログラム等の開発及び作成
③新潟医療福祉大学，地域コミュニティ，商
工会議所，行政及び関係団体等との情報交
換
④活動報告を兼ねた報告会（意見交換会）
の開催
⑤報告資料作成
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区産業振興課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

キタクなる魅力創造プロジェクト

□区独自の課題解決に向けた取組み　　　■区の伝統・文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組み
□区の自然・風土を生かした取組み　　　　□区民と協働による取組み
□区民との協働を目指した取組み

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　■未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和４年４月１日　～　令和７年３月３１日

平成23年から市場や割烹など区内の観光資源を巡るバスツアーを実施し、多くの客に足を運んでもらえた。コロナ禍に対応で
きるマイクロツーリズムを意識した観光資源の整備・充実が求められる。北区の魅力をＰＲするため、市内客のほか、市外・県
外客の増加を図る取り組みが望まれる。

交流人口拡大のため、市外・県外在住者に向けた広報を実施するほか、観光資源を整備して魅力を向上させ、新規顧客の開
拓とリピーターの増加を狙う。

・区内観光関係団体や商業団体を通して、より効果的な観光振興事業実施のための意見集約を行う。
・区内の観光資源を、ガイドブックなどのＰＲ資料の作成や活用促進事業等を通して旅行者（市外、県外、外国人客）が訪れや
すいようにする。
・区内の観光地、イベントへの交通手段を提供し、旅行者が訪れやすいようにする。
・観光資源ＰＲを実施し魅力発信を図る。

観光資源の魅力をわかりやすく提供、また交通手段を整備することで、旅行先に選んでもらいやすくなり、観光客の増加が期
待できる。区内の観光情報を市外・県外へも提供できるようにすることで、新規顧客の開拓ができ、交流人口の増加が期待で
きる。

11



実　施　年　度 令和４年度（１年目） 令和５年度（２年目） 令和６年度（３年目）

事　業　費 3,000,000円（予算額） 3,000,000円（予定額） 3,000,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 9,000 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

区づくり事業の成果をもとにして引き続き官民一体となって観光振興に取り組む。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

(1)新潟市北区観光誘客推進協議会　負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,130,000円
１　バスツアー支援（250,000円）
　　・広報費、ガイド費の補助
２　観光資源利用促進事業(280,000円）
　　・市場共通商品券発行支援
３　観光宣伝資料製作事業（520,000円）
４　桜の名所づくり事業支援（40,000円）
　　・観桜イベント支援
５　事務局委託料（40,000円）

(2）北区観光ＰＲ事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  480,000円
　・消耗品購入、ＰＲ物品製作　需用費(180,000円)
　・広告掲載　　　　　　　　　　　　役務費(300,000円)

　
(3)北区観光シャトルバス事業　委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　950,000円
　
(4)北区観光モニター事業　委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　440,000円
　・モニター活動費（330,000円）
　・レンタサイクル事業（110,000円）

(1)新潟市北区観光誘客推進協議会　負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,130,000円
１　バスツアー支援（290,000円）
　　・広報費、ガイド費の補助
２　観光資源利用促進事業(300,000円）
　　・市場共通商品券発行支援
３　観光宣伝資料製作事業（430,000円）
４　観光おもてなしイベント事業（70,000円）
５　事務局委託料（40,000円）

(2）北区観光ＰＲ事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  920,000円
　・消耗品購入、PR物品製作　需用費(150,000円)
　・広告掲載　　　　　　　　　　役務費(330,000円)
　・北区情報発信事業　 　　　委託料（440,000円）

(3)北区観光シャトルバス事業　委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　950,000円
　

(1)新潟市北区観光誘客推進協議会　負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,130,000円
１　バスツアー支援（290,000円）
　　・広報費、ガイド費の補助
２　観光資源利用促進事業(300,000円）
　　・市場共通商品券発行支援
３　観光宣伝資料製作事業（430,000円）
４　観光おもてなしイベント事業（70,000円）
５　事務局委託料（40,000円）

(2）北区観光ＰＲ事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 920,000円
　・消耗品購入、ＰＲ物品製作　需用費(150,000円)
　・広告掲載　　　　　　　　　　役務費(330,000円)
　・北区情報発信事業　 　　　委託料（440,000円）
　
(3)北区観光シャトルバス事業　委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　950,000円
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・ニー
ズ

（事業実施の前
提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区産業振興課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

「次世代農業」普及事業

■区独自の課題解決に向けた取組み　　　□区の伝統・文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組み
□区の自然・風土を生かした取組み　　　　□区民と協働による取組み
□区民との協働を目指した取組み

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　　　　　■未来へ続く活力あるまち　　　　　　　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　）

令和３年４月１日　～　令和６年３月３１日

【現状】
　農業全般で農家戸数、栽培面積、生産量などが減少傾向である中、平成30年から令和２年度において、特色ある区づくり事
業（「次世代農業」推進事業）にて北区の農産物ブランド化やICT技術導入検討を行った。
　現状、「しるきーも」のブランド浸透やトマト生産現場へのICT技術導入に向けた方策を示すことなどの成果が見られたが、ト
マトでは依然衰退傾向が進んでいるとともに、「しるきーも」にあってもこれまで拡大傾向であった栽培面積が頭打ちの状況下
にある。
【課題】
　「しるきーも」にあっては、ブランドの浸透によって引き合いはあるものの、それに対応できる栽培面積・生産量が確保できて
いない。
　県内最大の生産量を誇る「トマト」にあっては、農家戸数の減少に歯止めがかからない中、作業の省力化・効率化によって生
産量や品質向上につながるICT技術の導入が一部地域・農家に留まっている。
【ニーズ】
　「しるきーも」生産者からは、ブランド化に向けたPRよりも生産・出荷に向けた支援要望が強い。
　「トマト」では、令和元年度に実施したアンケート調査から約54％の農家で「導入に積極的」「興味がある」意向を示している。

　北区ブランドさつまいもである「しるきーも」の生産・販売支援を行うことによって、生産面積の拡大などによって農家の所得向
上を図る。県内最大産地である「トマト」の生産現場にＩＣＴ等の新技術を導入することで、農作業の省力化や、生産技術の平準
化を進める。
　これにより、生産規模の拡大や品質の安定化・向上が図られ、農業所得の増大、担い手の確保へとつなげることができる。

「しるきーも」：生産団体へ苗代等を支援するとともに、販促活動・販路拡大を図り、生産規模拡大を推進する。
「トマト」　　　：ICT技術のモデル実施。（実証圃の設置・支援）
　　　　　　　　　導入による各種データを取得・分析・公表し産地への技術普及を図る。
　　　　　　　　　また、展示圃として産地の農家から見てもらい、技術普及を後押しし、産地のボトムアップを図る。

「しるきーも」：生産規模の拡大。
「トマト」　　　：生産量拡大や品質の向上・安定化による農家所得の増大、作業の省力化による担い手の確保。
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実　施　年　度 令和３年度（１年目） 令和４年度（２年目） 令和５年度（３年目）

事　業　費 1,500,000円（決算額） 1,500,000円（予算額） 1,500,000円（予定額）

３ヵ年の
予定総事業費 4,500 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

取組効果を検証しながら、生産者団体・JAへの移管も含めて検討。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

１．農産物のブランド力強化
　（１）販売促進ツールの作成
　（２）販売・ＰＲイベントへの参加
　（３）その他広報活動
　
２．新技術の導入検討
　（１）栽培実証委託費
　（２）会議費
　（３）その他雑費

１．農産物のブランド力強化
　（１）販売促進ツールの作成
　（２）販売・ＰＲイベントへの参加
　（３）その他広報活動
　
２．新技術の導入検討
　（１）栽培実証委託費
　（２）会議費
　（３）その他雑費

１．農産物のブランド力強化
　（１）生産団体支援
　（２）販売促進・ＰＲ活動
　（３）販路拡大・イベントへの参加
　
２．新技術の導入検討
　（１）栽培実証委託費
　（２）研修費
　（３）その他雑費
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区産業振興課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

地域商業にぎわい創出プロジェクト

■区独自の課題解決に向けた取組み　　　□区の伝統・文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組み
□区の自然・風土を生かした取組み　　　　□区民と協働による取組み
□区民との協働を目指した取組み

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　■未来へ続く活力あるまち　　　　□いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和２年４月１日　～　令和６年３月３１日

・平成29年度から区づくり事業として、3年間にわたり北区における人口減少や少子高齢化に伴う商業の衰退、街の活力低下
を食い止め、北区の地域商業の活性化と街のにぎわい創出を目的として、地域商業活性化事業を実施してきた。各地域の活
性化のテーマを用いて、地域全体のイメージアップを図り、継続した賑わいへと繋がるよう取り組みを行ってきたが、地域ブラ
ンドの定着及び継続した賑わいには至っていない。
・コロナウイルス禍への対応及びアフターコロナを見据え、柔軟に地域で事業を行えるように環境づくりを行う。

・北区における人口減少や少子高齢化に伴う、商業の衰退、街の活力低下を食い止め、北区の地域商業の活性化と街のにぎ
わいを創出する。また、地域に若者が定着するような魅力ある地域を創造する。
・これまでの地域商業活性化事業で実施してきた活動をもとに、将来へと持続的に展開していく。

・地域商業活性化のテーマをもとに地域の商店街や商店の新規顧客の獲得に繋がる取り組みを実施する。テーマに沿ったコ
ンテンツ開発やＰＲ展開を行い、エリア全体でのイメージアップを図り、地域への愛着形成及び継続した賑わいを創出する。

各個店の新規顧客の獲得とエリア全体の魅力アップによる来街者増加につながる。地域のこども、若者から地域に愛着を
持ってもらい、地域への定着が期待できる。エリアとしての共通イメージが構築されることで、一体感を持って様々な活動が展
開され、波及効果が生まれる。
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実　施　年　度 令和３年度（２年目） 令和４年度（３年目） 令和５年度（４年目）

事　業　費 2,600,000円（決算額） 2,600,000円（予算額） 2,600,000円（予定額）

4か年の
予定総事業費 9,400 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

さらなる自立的な活動への波及と事業継続のため、官民で協力してイメージの定着を支援していく。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

地域商業活性化のテーマに沿って新規顧客
獲得と地域への愛着形成、来街者増加を目
的としたコンテンツ開発やＰＲ展開に取り組
む。

（１）地域商業にぎわい創出事業(豊栄地域)
　負担金
＜内訳＞
　にぎわい創出ソフト事業
　 ・にいがた国際似顔絵ＦＥＳＴＩＶＡＬ事業
　 ・葛塚市「うまいもん市場」事業　　ほか
　

（２）地域商業にぎわい創出事業(北新潟地
域)
　負担金
＜内訳＞
　にぎわい創出ソフト事業
 　・味噌つくり体験
　 ・こらっせ松浜市場　　　　ほか

（３）まるごと北区ＰＲ事業
　負担金
　<内訳>
　 ・まるごと下越１１月号掲載費

地域商業活性化のテーマに沿って新規顧客
獲得と地域への愛着形成、来街者増加を目
的としたコンテンツ開発やＰＲ展開に取り組
む。
アフターコロナの状況を踏まえ、変化に即し
た活性化事業を推進する。

（１）地域商業にぎわい創出事業(豊栄地域)
　負担金
＜内訳＞
・活動費　一式

（２）地域商業にぎわい創出事業(北新潟地
域)
　負担金
＜内訳＞
・活動費　一式

（３）地域商業にぎわい創出事業（アフターコ
ロナチャレンジ事業）
　「キテ・ミテ・キタ区役所」
　負担金
＜内訳＞
・活動費一式

地域商業活性化のテーマに沿って新規顧客
獲得と地域への愛着形成、来街者増加を目
的としたコンテンツ開発やＰＲ展開に取り組
む。

（１）地域商業にぎわい創出事業(豊栄地域)
　負担金
＜内訳＞
・活動費　一式

（２）地域商業にぎわい創出事業(北新潟地
域)
　負担金
＜内訳＞
・活動費　一式

（３）地域商業にぎわい創出事業
　　（民間との共催）
　負担金
＜内訳＞
・活動費一式
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

①令和4年度に解体となった分館「横井の丘ふるさと資料館」で展示していた民具等資料の活用促進と、周知の充実を図る。
②人々の生活の中に根付き、親しまれている神楽や獅子舞、盆踊りなど郷土芸能の多くが、ここ数年の新型コロナウイルス
感染症の影響により、各団体における伝承活動が難しい状況となっている。

　令和4年度に解体した分館「横井の丘ふるさと資料館」の民俗資料を本館常設展示拡張コーナーとして充実し、広く市民に
発信する。
　また、ここ数年の新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの郷土芸能の伝承活動が難しい中、保存団体の活動の場
と機会を設けることにより、伝承活動の後押しとする。

　北区の歴史文化を広く市民に発信し、北区の魅力を再発見・再認識してもらうため、下記の事業を実施する。
Ⅰ．　①北区郷土博物館の常設展示拡張コーナーの整備・充実　　②常設展示案内の発刊
Ⅱ．　区役所地域交流スペース・北地区コミュニティセンター・江南区郷土資料館・古町るふる等の公共施設において
　　　①葛塚縞手織りの実演　　②郷土芸能の実演

　北区郷土博物館において、北区の歴史文化を広く市民の皆さんに紹介する場と機会を設け、北区の魅力を発信します。併
せて、地域に根差した文化活動を受け継ぐ人材の育成、北区の貴重な資料の保存・収集・活用の拡大・充実等目指します。

北区地域総務課　北区郷土博物館

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

北区郷土博物館　地域魅力発信事業

□区独自の課題解決に向けた取組　　　　■区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
□区の自然・風土を生かした取組　　　　　□区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　■いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和５年４月１日　～　令和８年３月３１日
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実　施　年　度 令和５年度（１年目） 令和６年度（２年目） 令和７年度（３年目）

事　業　費 600,000円（予定額） 950,000円（予定額） 1,4000,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 2,950 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

　引き続き、北区郷土博物館を拠点に、展示・事業を継続しながら、広く北区の魅力として発信し、地域に根差した活動として
地域と共に行っていく。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

Ⅰ　①常設展示拡張コーナーの改装
　　　　マグネット式の看板、プラスティックプ
         レートの解説パネル、写真パネル、
        展示台などの補充など
　
・改装委託料　　　　　　　　　　　　600,000円

Ⅱ　①葛塚縞関連の講演会・手織りの実演
　　　②郷土芸能発表会
　　　区役所地域交流スペース・北地区コ
ミュ
      ニティセンター・江南区郷土資料館など
     公共施設で実施
　

・講演会講師謝礼等　　　　　　　　400,000円
　
・機移動委託料　　　　　　　　　　　300,000円
　
・移動先パネル・プリント・PR垂れ幕・ポス
　タ―・チラシ等印刷消耗品費　　250,000円
　

Ⅰ　②常設案内の追補版の発刊
　　本館ホールに新設された「葛塚縞コー
　　ナー」の開設に伴い、常設案内展示コー
　　ナーの紹介と新たな情報や専門家・研究
　　者による寄稿、及び資料編として昭和に
　　発刊した「葛塚縞手織りの工程」を合本し
　　た追補版を作成し、広く周知を図る。

・謝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　100,000円
・印刷製本費　　　　　　　　　 　　1,200,000円
・郵送料・撮影料等役務費　　　　100,000円
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区健康福祉課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

スクスクきたっこプロジェクト

□区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
□区の自然・風土を生かした取組　　　　　■区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　■いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和５年４月１日　～　令和８年３月３１日

・核家族化が進む中、保護者が早期職場復帰するケースが増え、０歳児からの保育園入園が増加しており、地域の中で子育
て支援を行う前提となる「顔の見える地域の人間関係」を構築しにくい状況となっている。
・子育てする保護者が孤立化しないよう、支援者や他の保護者とつながるきっかけとなる取り組みが、児童健全育成や児童虐
待予防のために重要である。

・保護者が地域の支援拠点で子育て仲間や多世代の方との交流を深めることにより、助け合って子育てができる環境づくりや
子どもがすこやかで心豊かに過ごし成長発達できるような地域づくりを推進する。
・北区の実情に応じた地域で子育てを支える体制構築を推進する。
・子育て支援や児童健全育成に関わる個人・団体・ボランティアの交流・ネットワークを深め、地域で子育てを支え合う輪をつな
ぐ。

①地域で子どもを支える取組み。
②児童の福祉向上に寄与するイベントの実施。

・多世代交流を深め、地域で子育てを支え合う場を設けることで、保護者が地域で孤立せずに子育てができるようになり、保護
者の育児不安解消・子どもの健やかな成長・児童虐待の予防につながる。
・地域での支援体制の充実により、安心して子どもを産み育てることのできる環境をつくり、地域全体で子どもを支えていくまち
となる。
・健全な遊びの場を提供することにより、児童の独創性を育み、情操を豊かにし、児童の健全育成に寄与する。
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実　施　年　度 令和５年度（１年目） 令和６年度（２年目） 令和７年度（３年目）

事　業　費 900,000円（予定額） 900,000円（予定額） 900,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 2,700 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

各団体等の実情を考慮しつつ、地域で子育てを支える体制づくりを推進していく。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

①地域で子どもを支える取組み
・早通健康福祉会館での多世代交流カフェと
子育て支援講座の開催

②北区ふゆっこまつりの開催
　（実行委員会への負担金支出）

①地域で子どもを支える取組み
・早通健康福祉会館での多世代交流カフェと
子育て支援講座の開催

②北区ふゆっこまつりの開催
　（実行委員会への負担金支出）

①地域で子どもを支える取組み
・早通健康福祉会館での多世代交流カフェと
子育て支援講座の開催

②北区ふゆっこまつりの開催
　（実行委員会への負担金支出）
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区健康福祉課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

独居高齢者の栄養・口腔に関する大学との共同調査

■区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
□区の自然・風土を生かした取組　　　　　□区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　■いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和５年４月１日　～　令和６年３月３１日

　高齢化が進み高齢者単身世帯が増加することに伴い、地域社会での孤立や孤独死も発生している。このような社会におい
て、誰もが安心して暮せるように地域包括ケアシステムの構築や民生委員による高齢者の見守りなどが行われている。
　令和３年度に新潟医療福祉大学が南浜地区において友愛訪問利用者を対象に調査を実施した。その結果、他都市と比較し
て多様な食品を摂取している人の割合が高かったことから、地域との繋がりがあると住み慣れた地域で健康に暮らせるので
はないかと推測された。

・独居高齢者の生活実態及び心身状況の把握、当該高齢者への保健・医療・福祉に関する情報の提供。
・支援者とつながることによる孤立化の予防・解消。
・要支援者の早期発見

　大学との共催で事業を実施する。友愛訪問利用者と非利用者に対して口腔機能検査及び食生活に関するアンケート調査を
行う。大学が実際の調査を行い、その分析結果を区に提供する。

・要支援者を早期発見することで健康寿命延伸、フレイル予防、自立支援につなげる。
・独居高齢者の課題把握と、課題に対する支援施策構築のための情報収集及び分析ができる。
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実　施　年　度 令和５年度

事　業　費 200,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 200 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

区は提供された結果をもとに、今後の取り組みについて検討する。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

独居高齢者の暮しと健康について対象者と
内容を拡大し実態調査を行う。調査結果をも
とに、高齢者の見守り等の検討に有効な点
や不足している点を洗い出す。

【会場】　南浜連絡所など

【対象】　南浜地区の独居高齢者

【内容】
友愛訪問利用者と非利用者に対して口腔機
能検査及び食生活に関するアンケート調査
を行う。
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区産業振興課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

北区エンジョイスポーツ事業

□区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
□区の自然・風土を生かした取組　　　　　■区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　■いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和３年４月１日　～　令和６年３月３１日

　ウィズコロナの状況下で外出自粛や在宅勤務等による運動不足やスポーツへの関心低下が問題となっている。新しい生活
様式に配慮したスポーツイベントを開催し、安心して気軽にスポーツを楽しみ健康の増進を図ることのできる機会を提供する。

　ウィズコロナの状況下でも安心して気軽に運動を楽しむことができ、恒常的により多くの人がスポーツを愛好できる機運を醸
成するとともに、区民の積極的な参加を促し健康増進につなげていく。

　北区スポーツ協会を中心に区内スポーツ団体等と連携し、ウィズコロナの状況下でも区民が安心して気軽に参加できるス
ポーツ大会、体験会を区内スポーツ施設等で開催するほか、新たに、自宅などの身近な場所でできる運動の普及を図る。
　また、冬の風物詩でもあり自然に親しみながら歩く、北区元旦歩こう会を新型コロナウイルスの感染拡大予防に注意し、実行
委員会形式で開催する。

　ウィズコロナの状況下でも年齢を問わず多くの区民が、安心してスポーツに親しむ機会を得て、スポーツを愛好し健康増進
につなげることで、スポーツを通じて活力ある健康で明るい北区づくりに貢献できる。
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実　施　年　度 令和３年度（１年目） 令和４年度（２年目） 令和５年度（３年目）

事　業　費 1,500,000円（決算額） 1,500,000円（予算額） 1,500,000円（予定額）

３か年の
予定総事業費 4,500 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

参加者の意見・要望を踏まえ、関係団体や実行委員会で実施について検討する。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

◆北区エンジョイスポーツ事業
○新潟市北区スポーツ協会に業務委託
〇開催時期　　令和3年10月
　　　　　　　　　　　　　　～令和3年11月
〇参加者数　870人
〇開催内容
　　・スポーツイベント
　　　（10月～11月、豊栄総合体育館）
　　・各競技大会（北区内各所）
　　・スポーツ体験イベント
　　　（スポーツイベントと同日開催：
　　　豊栄総合体育館，豊栄南運動公園，
　　　別日開催：北地区スポーツセンター）
　　・身近な場所できる運動普及
〇委託料
　【運営費】
　　・スポーツイベント等
　【賞品代】
　　・参加賞等
　【需用費】
　　・ポスター・チラシ代等
　【事務費】
　　・事務経費

◆北区元旦歩こう会
○新潟市北区元旦歩こう会実行委員会主催
○参加者数　303人
○補助金（実行委員会への補助金）

◆北区エンジョイスポーツ事業
○新潟市北区スポーツ協会に業務委託
〇開催時期　　令和4年10月
　　　　　　　　　　　　　　～令和5年1月末
〇参加者数予想　　1,500人
〇開催内容
　　・スポーツイベント
　　　（10月～11月を予定、豊栄総合体育館）
　　・各競技大会（北区内各所）
　　・スポーツ体験イベント
　　　（スポーツイベントと同日開催：
　　　豊栄総合体育館，豊栄南運動公園，
　　　別日開催：北地区スポーツセンター）
　　・身近な場所できる運動普及
〇委託料
　【運営費】
　　・スポーツイベント等
　【賞品代】
　　・参加賞等
　【需用費】
　　・ポスター・チラシ代等
　【事務費】
　　・事務経費

◆北区元旦歩こう会
○新潟市北区元旦歩こう会実行委員会主催
○参加者数予想　500人
○補助金（実行委員会への補助金）

◆北区エンジョイスポーツ事業
○新潟市北区スポーツ協会に業務委託
〇開催時期　　令和5年10月
　　　　　　　　　　　　　　～令和6年1月末
〇参加者数予想　　2,000人
〇開催内容
　　・スポーツイベント
　　　（10月～11月を予定、豊栄総合体育館）
　　・各競技大会（北区内各所）
　　・スポーツ体験イベント
　　　（スポーツイベントと同日開催：
　　　豊栄総合体育館，豊栄南運動公園，
　　　別日開催：北地区スポーツセンター）
　　・身近な場所できる運動普及
〇委託料
　【運営費】
　　・スポーツイベント等
　【賞品代】
　　・参加賞等
　【需用費】
　　・ポスター・チラシ代等
　【事務費】
　　・事務経費

◆北区元旦歩こう会
○新潟市北区元旦歩こう会実行委員会主催
○参加者数予想　600人
○補助金（実行委員会への補助金）
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

担　当　所　属

現状・課題・
ニーズ

（事業実施の
前提）

目　　　的
（何のために）

手　　　段
（どのような
やり方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

北区健康福祉課

特色ある区づくり予算事業計画書（その１）

北区もの忘れ検診

□区独自の課題解決に向けた取組　　　　□区の伝統文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組
□区の自然・風土を生かした取組　　　　　■区民との協働による取組
□区民との協働を目指した取組

□自然の魅力輝くまち　　　　　　　□未来へ続く活力あるまち　　　　■いきいきと心豊かに暮らせるまち
□安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和２年４月１日　～　令和６年３月３１日

　2025年には認知症の人の数は約700万人、65歳以上高齢者が5人に1人が認知症と見込まれている。
かかりつけ医や地域包括支援センター等と連携し、認知症を早期に発見し、早期に対応することで、
認知症の進行を遅らせ、地域で安心して暮らせるようにする。

　認知機能の低下している高齢者を早期に発見し、適切な治療・支援サービスにつなげる。

　65歳以上の希望者に対しもの忘れ検診を実施する。北区医師会の協力を得て国民健康保険の特定健診、後期高齢者健診
受診時に医療機関にて実施する。
　認知機能低下が疑われる方に対し、適切な治療・支援サービスにつなげる。

　認知症を早期発見・早期対応することで、進行を遅らせ本人や家族が混乱の中にも対応力を備えることができる。検診を通
じて認知症に関する知識の普及を図り、地域で認知症について考え・理解する機会となる。

25



実　施　年　度 令和３年度（２年目） 令和４年度（３年目） 令和５年度（４年目）

事　業　費 319,924円（決算額） 800,000円（予算額） 700,000円（予定額）

４か年の
予定総事業費 2,181 千円

＜参考＞
　　　区づくり事業
　　終了後の予定

検診実施で築いた、かかりつけ医や地域包括支援センターなど地域の機関とフォロー体制を可能な限り継続する。
地域での認知症予防活動の充実を図る。

特色ある区づくり予算事業計画書（その２）

   計　画　内　容
　（手段に対して）

・検診の実施
　　・データ入力事務報酬　　　　49,408円
     ・必要な帳票類の作成 　    47,300円
　　・郵送料                           26,482円
　　・消耗品費　　　　　　　　　　　17,084円

・検診検討会議
     ・出席者謝礼他　　　　　　　　　 　0円
    ・出席者お茶代　　　　　　　　       0円

　
・啓発活動
　　チラシ・ポスター作成　　 　 89,650円
　　検診カレンダー　　　　　 　  90,000円

　

　

・検診の実施
　　・データ入力事務報酬　　　　94,000円
     ・必要な帳票類の作成     150,000円
　　・郵送料                           46,000円
　　・消耗品費　　　　　　　　　　　87,000円

・検診検討会議
     ・出席者謝礼他　　　　　　 117,000円
    ・出席者お茶代　　　　　　　　 2,000円

　
・啓発活動
　　チラシ・ポスター作成　　　 154,000円
　　検診カレンダー　　　　　　  150,000円

　

　

・検診の実施
　　・データ入力事務報酬　　　　94,000円
     ・必要な帳票類の作成     100,000円
　　・郵送料                            60,000円
　　・消耗品費　　　　　　　　　　　23,000円

・検診検討会議
     ・出席者謝礼他　　　　　　 117,000円
    ・出席者お茶代　　　　　　　　 2,000円

　
・啓発活動
　　チラシ・ポスター作成　　　 154,000円
　　検診カレンダー　　　　　　  150,000円
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事　　業　　名

事業の取組み

区ビジョン 

事　業　期　間

関連部会

現状・課題・ニー
ズ

（事業実施の前
提）

目　　　的
（何のために）

      手　　　段
   （どのようなやり
   方で）

期待される
事業効果

（目的に対して）

令和5年度
予定額

地域づくり部会・福祉教育部会・自然文化部会

特色ある区づくり予算事業計画書（自治協議会提案事業）

　―

■区独自の課題解決に向けた取組み　　　■区の伝統・文化など区が持つ魅力や特性を生かした取組み
■区の自然・風土を生かした取組み　　　　■区民と協働による取組み
□区民との協働を目指した取組み　　　　　■区自治協議会が提案する、地域課題の解決に必要となる新たな事業や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　既存の取組みとの連携を図る事業

■自然の魅力輝くまち　　　　　　　■未来へ続く活力あるまち　　　　■いきいきと心豊かに暮らせるまち
■安心安全で住みよいまち　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

令和５年４月１日　～　令和６年３月３１日

委員1年目のため、北区の現状・課題について調査・研究する。

北区の現状・課題を的確にとらえたうえで、実施するべき事業内容を検討する。

北区区ビジョンまちづくり計画に基づき、北区の現状・課題について学習するため、情報収集、研修等を行う。

1年かけ北区の現状・課題を的確にとらえ、令和６年度に効果的な事業を展開する。

各部会500,000円　　３部会合計1,500,000円
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